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バランキヤバランキヤバランキヤバランキヤ（（（（コロンビアコロンビアコロンビアコロンビア））））におにおにおにおいていていていて増大増大増大増大するするするする座礁座礁座礁座礁リスクリスクリスクリスク 

 

背景背景背景背景 
最近、ガードと他のP&Iクラブでは、バランキヤ港での数件の大事故に遭遇しました。バランキヤ
港は、カリブ海の河口からマグダレナ川を数十マイル上った西岸に位置しており、ボカ・デ・セニ

ーサとして知られています。この港には月に300隻ほどの船が寄港します。今回の回報は、組合員
とクライアントの皆様に、バランキヤの現況を周知し、同港への入出港に伴うリスク評価に役立て

ていただくことを意図しています。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バランキヤバランキヤバランキヤバランキヤのののの異常異常異常異常事態事態事態事態 
コロンビアの2010年の雨季は、異常な降水量
が長期間続き、過去40年で最悪なものとなり
ました。通常、年間で最も雨の多い時期は4
月と10月ですが、2010年はラニーニャ現象1

によって、後半の雨季が8月後半に始まり、
12月になっても続いています。 
コロンビアの気候の専門家は、雨季は2011
年に入ってもおそらく3月までは続き、2010
年後半の雨季と2011年前半の雨季が重なる
と予測しています。本回報を執筆している時

点で、雨の影響により、これまでに130人以
上が死亡し、およそ200万人が影響を受けて
います。 
 
現在、各河川の水量が異常に増加しています。

川の深さを保ち、航路の吃水が確保できるよ

うに、川の水流を速めるため、ボカ・デ・セ

ニーサに特設ダムが建設されました。しかし、

このダムが新たな事態を発生させ、バランキ

ヤ港の航行に伴うリスクが増大する結果と

なりました。 
 

 
 
 
 
 
図図図図1 – マグダレナマグダレナマグダレナマグダレナ川川川川とカウカとカウカとカウカとカウカ川川川川ははははバランキヤバランキヤバランキヤバランキヤでででで

海海海海にににに合流合流合流合流 
 
 
1
ラニーニャとは、エルニーニョと表裏の関係にある海洋と大気の現象で、より範囲の広いエルニ

ーニョ・南方振動気候パターンの一部です。 
 
 

詳細については、損害防止担当マネジャーのTerje R. Paulsen（email terje.paulsen@ gard.no）または損害防止担
当役員のMarius Schønberg（email marius.schonberg@ gard.no）までお問い合わせください。 
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バランキヤバランキヤバランキヤバランキヤ港港港港でのでのでのでの航行航行航行航行にににに伴伴伴伴ううううリスクのリスクのリスクのリスクの増加増加増加増加 
上記のような厳しい環境下では、バランキヤのベテランパイロットでも業務の遂

行が難しく、10月と11月に起きた3件の大きな座礁を含め、パイロットと船長が
河川の状態を誤って判断したことが一因と思われる事故が数件発生しています。

例えば、海流から「船体が浮きすぎ」たり、旋回のタイミングを誤ったものと

考えられます。座礁だけではなく、過剰な水量が海流の速度と強さの読み違い

を誘い、衝突事故も発生しています。 
 
水量の増加に伴って、川床や河口の堆積物も増加して堆積の形状に変化が生じ、

以前は存在していなかった浅瀬が形成されるようになった結果、水深の低下が起

こっています。川床の変化は、海流の速度と方向にも影響を与えています。航行

路の海流は、ベルヌーイの定理

2
によって増加しています。これが川の水力学に変

化を引き起こしています。 
 
当局は懸念を表明し、川床の測深頻度を増やしました。また、情報提供の回数も

月1回から月2回～3回のペースに増やしています。さらに、変化の激しい状況に
対応するため、ボカス・デ・セニーサに浚渫機が常置されました。 
 
勧告勧告勧告勧告 
船長におかれては、バランキヤの異常事態の発生に伴って、関連するリスクを

認識し、入出港計画を策定する際に上記の状況を考慮されることを強く推奨し

ます。 
入港する船舶は、港湾代理店に最新の水深図の提供を要求し、入港前に現地当

局からの助言を得ておくべきです。できる限り、日中に入港することが望まれ

ます。 

可能な場合には、パイロットは河口から3マイル以上離れた地点から乗船するこ
とが望まれます。こうすることで、パイロットは、緊急事態が発生した場合に備

えて、船のくせをつかむ時間を十分に確保することができます。船長には、入港

時の操船計画の策定に際して、パイロットとの協議を通じて密に連携することが

望まれます。リスク評価のための正確な情報を入手するためには、パイロットス

テーションに十分事前に連絡を入れ、港の状況の最新情報を入手すべきです。船

長とパイロットが協力して、船の側面が海流にぶつかって舵が制御不能にならな

いように、操船計画を策定することが望まれます。 

 
 

この回報は、コロンビアのガードのコレスポンデントであるMarventura Services 
Ltdaによって作成・編集されたものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
流量が増加し、流出口の面積に変化がなければ、流量は同じでも流速は増加します。 
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